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本研究の概要／発表論文の構成

各種統計データを用いた日常災害の実態調査

 東京消防庁の協力のもと、救急搬送データ（2016年）を用いた日常災害の
実態調査を実施

（その１）2016年の救急搬送記録から見る
日常災害の実態

日常災害の実態把握
→死亡から軽症も含めた事故の実態を整理（分
析は続報）

（その２）建築環境および人口構成の変化
と事故の傾向に対する一考察

既往調査結果との比較
→1976年に行われた同様の研究調査結果と比
較し、事故実態の変化について考察

（その３）人的被害強度分布推定の試み
把握の難しい軽症事故の実態を推計し、日常災
害の全体像を把握
→各種統計データを用いて死亡・重症・軽症事

故の比率を推定し、ハインリッヒの法則との関連
を検討
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人的被害強度分布推定の試み

目的

 日本国内における、日常災害による人的被害の強度分布（死亡：重・中等症・軽
症）の推定を試みる。強度分布を明らかにすることで、毎年の人口動態統計の
死亡数データから、日常災害の全体を推定することが可能となり、一連の実態
調査なしにヒヤリハット情報を把握することができる。
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重傷者：1

軽傷者：29

無傷災害：300

ハインリッヒの法則

死亡：？

重・中等症：？

軽症：？

日常災害の強度分布
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推定の方針

推定の方針
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死亡 人口動態統計 （厚生労働省） ※１

重・中等症 救急搬送データ（本研究における調査）

軽症
Webアンケート調査 ※２

※１ 日常建築災害を把握するために、国総研が再編集したもの。

※２ 国総研「建築空間のおけるユーザー生活行動の安全確保
のための評価・対策技術に関する研究（その１）」
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推定の結果および考察

人的被害強度分布とは
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 死亡事故1件の背後に重・中等症および軽症に至る事故がどの程度発生してい
るかを定量的にとらえようとしたものである。

死亡：320件 重・中等症：65,000件 軽症：385万件実数（年間）

死亡： １ 重・中等症： ２００ 軽症： １２，０００被害強度分布

死亡 重・中等症  軽症 合計
被害率 0.53 9.84 683.67 694.04
強度分布 1 19 1290
被害率 0.37 98.77 7008.54 7107.68
強度分布 1 267 18942
被害率 1.44 377.14 21200.77 21579.35
強度分布 1 262 14723
被害率 2.34 485.75 28892.98 29381.07
強度分布 1 208 12347

被害率（件/10万⼈・年）

墜落

転落

転倒

全体
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事故種別ごとの考察 －人的被害強度分布図 5

人的被害強度分布図

 人的被害強度分布を視覚的に分かるように表したものである。
 死亡事故1件に対する重・中等症数および軽症数の比をそれぞれの図形の底

辺の長さとして表している。

※図形の面積は被害の程度の割合を示しており、実数としての事故件数を表して
はいない。

墜落 転落 転倒

1

19

1290
0

1

18942

267

0 5000 10000 15000

0 100 200

1

14723

262
0 100 200

0 5000 10000

死亡

重・中等症

軽症



国総研 National Institute for Land and Infrastructure Management, MLIT, JAPAN 

事故種別ごとの考察 －人的被害強度分布図「墜落」

ポイント

 「墜落」は他の事故種別に比べて形が細長く広がりがない。
→ 一度事故が起こると死亡に至りやすいことを表す。
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墜落 転落 転倒

死亡 重・中等症  軽症 合計
被害率 0.53 9.84 683.67 694.04
強度分布 1 19 1290

被害率（件/10万⼈・年）
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事故種別ごとの考察 －人的被害強度分布図「転落」

ポイント

 死亡から軽症に向かって図形が大きく広がっている。
→ 比較的軽度で済む場合が多い事故であることを表す。
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墜落 転落 転倒

死亡 重・中等症  軽症 合計
被害率 0.37 98.77 7008.54 7107.68
強度分布 1 267 18942

被害率（件/10万⼈・年）

転落

1

19

1290
0

1

18942

267

0 5000 10000 15000

0 100 200

1

14723

262
0 100 200

0 5000 10000

死亡

重・中等症

軽症



国総研 National Institute for Land and Infrastructure Management, MLIT, JAPAN 

事故種別ごとの考察 －人的被害強度分布図「転倒」

ポイント
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墜落 転落 転倒

死亡 重・中等症  軽症 合計
被害率 1.44 377.14 21200.77 21579.35
強度分布 1 262 14723

被害率（件/10万⼈・年）

転倒

 死亡から軽症に向かって図形が大きく広がっているが、「転落」に比べ
軽症の広がりが小さい。
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まとめ 9

• その1では、東京消防庁救急搬送データを用いて事故種別と各種項目
を設定し、データの整理を行った。

• その2では、その1で整理したデータを用いて建築環境および人口構成

の変化と事故の傾向について考察した。その結果、建築設備の安全対
策の充実により事故件数が減少したものもある一方で、高齢化により
増加した事故もあることを把握した。

• その3では、人口動態統計、救急搬送データ、Webアンケート調査をも

とに人的被害強度分布の推定を試みた。さらに、推定結果をもとに事故
の被害程度特性を視覚的に捉えることができる強度分布図を作成した。

• 今後は、事故種別の分析対象を増やして（はさまれ、溺水等）、日常災
害全体の検討を行う方針である。

本研究の成果と今後の研究方針


